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～遺跡に学ぶ群馬の災害～

遺跡に学ぶ

守ろう　群馬の文化財 学ぼう　群馬の歴史と風土



2

遺跡に学ぶ

上毛カルタでおなじみの、
『浅間のいたずら　鬼の押出し』に
唄われている 1783（天明三）年の

浅間山の大噴火。

1783（天明三）年の浅間山の大噴火

このとき噴出した溶岩は冷えて固まり、
雨風にさらされて奇石となり、
今は鬼押出し園でその姿を
見ることができます。

　浅間山は江戸時代に何度も噴火を繰り返していますが、その中で最大の被害をもたらした
のが 1783 年（天明三）年に起きた噴火です。新暦（以下、新暦で表記）５月から８月の３ヶ
月にわたる断続的な噴火活動で、降った灰は関東一帯から東北地方にまで達しました。
　噴火活動の最終段階である８月２日から５日にかけては広範囲に軽石が降下し、建物を損
壊させ、犠牲者を出しました（８月４日には「噴火の音は百倍」、「大地の揺れは千倍」と記
されるほど、その勢力は激しさを増したようです）。
　さらに、８月５日には鎌

かんばら

原村（現嬬恋村）をまたたく間に土石なだれが埋め、その一部は
吾妻川に流れ込んで泥流（天明泥流）となり、川沿いの村々を襲いました。
　千葉県銚子付近の利根川の河口は真っ黒になり、東京都の江戸川の河口では多くの死者が
打ち上げられたと記録されており、被害にあった村の数はおよそ 140、死者は約 1,500 人と
推定されています。

噴火でどのような
被害があったの？

当時の記録に加え、発掘調査によって
その被害が明らかになってきました。

　1783 年は江戸時代の後半で、教科書や歴史年表でおなじみの田
たぬ ま

沼意
おきつぐ

次が政治の実権を握って
いた「田沼時代」にあたります。
　1782 年からの気候不順に加え、浅間山の噴火によって灰が田畑に積もったことや日光を遮っ
たことで農作物がとれなくなり、「天明の飢

きき ん

饉」と呼ばれる近世最大の飢饉となりました。餓死
者や多発する一揆・打ちこわしの責任を問われ、田沼意次は辞任に追い込まれました。
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遺跡に学ぶ

発掘調査で発見された 238 年前の畑や建物

泥
流
に
埋
も
れ
て
い
た
建
物
と
溝

石
組
の
溝
に
、
木
の
板
の
橋
が
架
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
。溝
の
両
脇
に
見
え
る
の
が
建
物
で
す
。

（
東ひ

が
し
み
や

宮
遺
跡
　
長
野
原
町
）

畑畝
の
間
に
見
え
る
白
い
筋
状
の

も
の
が
畑
に
積
も
っ
た
軽
石
で

す
。
断
面
か
ら
は
、
く
ぼ
ん
だ

部
分
に
や
や
厚
く
積
も
っ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

（
久く

ぐ々
戸ど

遺
跡
　
長
野
原
町
）

泥
流
に
の
ま
れ
た
建
物

建
物
の
床
の
部
分
で
す
。
泥
流
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
た
状
態
か
ら
、
す
ご
い
勢
い
で
襲
っ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。（

西に
し
み
や宮

遺
跡
　
長
野
原
町
）
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遺跡に学ぶ

薬
缶
（
や
か
ん
）

い
く
つ
か
の
遺
跡
で
薬
缶
が
発
見
さ
れ
、
中

に
は
茶
葉
が
入
っ
た
ま
ま
の
薬
缶
も
あ
り
ま

し
た
。

(

東
宮
遺
跡
　
長
野
原
町)

発掘調査で発見された 238 年前の生活用具など

大～小のたくさんの下駄

が見つかりました。重なっ

ているお椀から、日常が

あっという間にのみこま

れたことが伝わります。

茶葉

➡
竹
カ
ゴ
に
入
っ
た
お
椀

カ
ゴ
に
収
納
さ
れ
て
い
た
漆
塗
り
の
赤
い
お
椀

が
泥
流
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
状
態
で
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

（
西
宮
遺
跡
　
長
野
原
町
）

下
駄

土
間
へ
流
れ
込
ん
だ
泥
流
は
、

下
駄
や
草
履
を
床
下
に
押
し
流

し
ま
し
た
。
履
物
を
は
い
て
逃

げ
る
余
裕
も
な
か
っ
た
の
か
、

あ
る
い
は
、
避
難
時
に
は
す
で

に
履
物
が
流
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

 （
東
宮
遺
跡
　
長
野
原
町
）
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遺跡に学ぶ

鍬(

す
き)

肥
料
置
き
場
の
可
能
性
の
あ
る
建
物
か
ら
踏
み

鋤す
き

と
と
も
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

(
東
宮
遺
跡
　
長
野
原
町)

キ
セ
ル

い
く
つ
か
の
遺
跡
で
た
く
さ
ん
の
キ
セ
ル
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
右
の
写
真
の
よ
う
に
刻
み
タ

バ
コ
を
詰
め
た
ま
ま
の
も
の
も
あ
り
、
火
を
つ

け
一
服
す
る
間
も
な
い
一
刻
を
争
う
状
況
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

(

東
宮
遺
跡
　
長
野
原
町)

噴火のその後 　渋川市や伊勢崎市、玉村町などの県内各地の遺跡
で火山灰や泥流に埋もれた田畑、建物が見つかりま
した。人々は災害とどう向き合ったのでしょうか。
　
　当時の記録によると、幕府が幕府領を対象に被災
地で復興工事を行い、道や川を復旧したことがわか
ります。幕府の援助を待つだけでなく、炊き出しや
食事の提供をして助け合った村もありました。また、
深く長い穴を掘って降り積もった軽石などを埋めた
り、あるいは地面を反転 (天地返し ) して農地を復
興したことが遺跡からわかります。

（
上
）
軽
石
な
ど
を
埋
め
る
た
め
に

掘
ら
れ
た
穴

（
右
）
溝
に
埋
め
ら
れ
た
軽
石
な
ど

（
福ふ

く
し
ま島

曲ま
が
り
ど戸

遺
跡
　
玉
村
町
）
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■本誌は学校および教育関係者向けの埋蔵文化財情報誌

です。学校の授業等で誌面内の文章・写真・図面をコピー・

利用する場面は著作権フリーです。それ以外でのコピー・

利用を禁じます。

■ご意見ご質問は上記宛てに連絡をお願いします。

もっと詳しく知りたい
遺跡に学ぶ No. 37・38 では、群馬

の自然災害と遺跡について、より詳

しく紹介をしています。

�メールによる行事案内のお知らせ
当事業団では、年間を通じて展示会や講演会など様々な行事を催

しています。メールによるこれらの案内をご希望の方は、下記の

アドレスよりお申し込みください。

なお、受付の事務処理上、件名は『行事案内希望』として、本文

に『住所・氏名・電話番号』を記入しご連絡下さい。

　　◇メールアドレス：gunmaifukyu@apricot.ocn.ne.jp

◆表紙写真　浅間石（長野原町　下
しもだ

田遺跡）
浅間山から泥流に乗って流れ着いた長さ
８ｍもの岩です。浅間山から約 20㎞離れ
たこの遺跡では、泥流が２ｍも積もって
いたところもありました。

◇ＱＲコード

※携帯電話のメールアドレ

スへ連絡をご希望の方はパ

ソコンからの着信ができる

ように設定して下さい。

※令和３年度のイベントについては随時ホームページをご確認ください。

　　　あ と が き
　浅間山の噴火はカルタ一枚では語りきれないたくさんの犠牲を出しました。災害が少ないと思われ
がちな群馬県ですが、浅間山は縄文時代以降 10 回以上大規模な噴火をしていますし、榛名山や赤城
山も大規模な噴火をしています。他にも洪水や地震などの自然災害があったことが、土に埋もれた情
報からわかります。
　また、当時の記録の中には後世への教訓として書き記したものも多
く、いくつもの写本が全国に普及しました。これほどの大災害でも月
日がたつと人は忘れてしまうので、きちんと記録して子孫たちに伝え
たい、と願った祖先の想いを大切にしなければなりません。
　発掘情報館の収蔵展示室では、天明泥流によって埋もれた建物から
発見された遺物（上福島中町遺跡　玉村町 ) を間近に見ることができ
ます。※収蔵展示室は平日のみ開いています。
　また、長野原町の「やんば天明泥流ミュージアム」(2021 年 4 月 3
日オープン)では天明泥流に関する展示を行っています。詳しくはホー
ムページをご覧ください。

発掘情報館収蔵展示室

やんば天明泥流ミュージアム
（提供：長野原町教育委員会）


